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２年選択科目の中の「科学研究」の時間では毎時間

様々な理科の実験を行っています。１１月２６日の科学

研究の時間の中では、酵母菌を閉じ込めたビーズをグル

コース溶液に入れ、アルコール発酵させる「バイオリア

クタ―によるアルコール発酵」の実験を行っていまし

た。 

実験の目的は「捨てられてしまうトイレットペーパー

や紙から（バイオリアクタ―により）エタノールを生成

し、エネルギー問題の解決の糸口を見つけるため」。女

子生徒４人という少人数講座の中で、熱心に取り組んで

いました。 

 

パンのふくらみや 

アルコール飲料は 

アルコール発酵がかかわって

います 

市販のドライイースト

を使って、白いビーズ

を作ります 

１１月１４日の生徒総会で新生徒会役員のお披露目が行われました。 

 

 生徒会長からのメッセージ 

生徒会長 ２年Ｂ組  原恵理子さん（坂下中卒） 

私は今まで「リーダー」という立場に立ったことがなく不安

なことも多々ありますが、しっかりとリーダーの自覚を持ち

生徒会活動や、本校の将来を考えるために、執行部、委員長

とともに協力して頑張っていきます。 

 

 蘇南高校 

 

～ 家庭科 編 ～ 

「高校生の食支援講座」 

 

～ 理科 編 ～ 

「バイオリアクタ―によるアルコール発酵」 

 

３年生「生活文化」の

授業の中で、郷土料理の

実習を行いました。食生

活改善推進協議会のメン

バーのみなさんから郷土

料理の作り方を教わりま

した。 

１１月１５日は食生活改善推進協

議会のメンバーのみなさんが木曽の

郷土料理を作ってきてくれました。 

生徒は試食をしながら料理を学びま

した。 

２７日は調理実習。実習で作った

ものは、「けんちん汁、じゃがい

ものころ煮、ぜんまいの白和え」

です。 
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歴史や文化財、地理の研究に大きな成果をあげてきた奈

良大学が、高校生に本当の歴史・文化財・地理を研究する

楽しさを実感してもらいたいと願い、企画されたもので

す。 

応募資格は高校生（個人・グループでも可）で、歴史や

地理を調査・研究し、レポートをまとめて応募します。 

奈良大学主催の「第７回全国高校生歴史フォーラム」で、２年Ａ

組原田優花さんが佳作を受賞しました。 

応募総数１６９作の中で入賞したのは１２作。佳作は優秀賞に次

ぐ評価です。また、長野県の高校生の受賞は初という快挙を成し遂

げました。 

「北陸・東海道巡幸と長野県」 

 原田優花さん（大桑中卒） 

熊崎秀人君（日義中卒） 

小谷奈緒さん（王滝中卒） 

 木曽税務署主催の「税について作文、税に関する標語及びポ

スター」に作品を応募し、税についての作文の部門で３年Ｂ組

熊崎秀人君と３年Ｂ組小谷奈緒さんが受賞しました。 

 

３年Ｂ組 熊崎秀人君 長野県租税教育推進協議会長賞 

３年Ｂ組 小谷奈緒さん 木曽税務署長賞 

 

２人は１２月２５日の終業式の日に表彰式を行う予定です。 

１２月１３日（金）に総合研究発表会（一般公開）が行われます。３年生が総合学科の集大成として自分の研究を発表

します。一人ひとり個性あるテーマを選び１年間研究してきました。次回の蘇南通信（平成２６年１月発行予定）では総

合研究発表を特集します。 

Q.何故「全国高校生歴史フォーラム」に応募したきっかけは？ 

A.社会科の大房先生に紹介されて興味を持ち応募しました。 

 

Q.このテーマ（北陸・東海道巡幸と長野県）を選んだ理由は？ 

A「.産業社会と人間」（１年生の時の授業）での発表の資料を集めている際、１

８８０年（明治１３年）に天皇が木曽路を通過したことを知りました。それを

研究したいと思い、このテーマで研究を始めました。 

 

Q.どんなことを調べたのですか？ 

A.天皇が通過する予定の地域や地域住民に天皇の巡幸（地方訪問）に合わせて

の準備として学校を新築する等、影響を及ぼしたことです。 

 

Q.どうやって研究していきましたか？またその研究期間は？ 

A.当時の「長野新聞」や日記、同じ巡幸をテーマにした論文を参考にしつつ、

独自にまとめました。６月から松本市図書館などで資料集めをして、７月は資

料集めと並行して草案作り。８月～９月にかけては草案をもとにして文章にし

ていく作業、及び微調整のあとに完成、提出しました。 

 

Q.次はどんな研究をしてみたいと思いますか？ 

A.明治に限らず他の時代のことも興味を持って調べてみたいです。 

原田優花さん（写真） 

原田さんが手に持っているのは「北陸・東海

道巡幸と長野県」のレポート。（４００字詰め

原稿用紙２０枚） 

１８７８年（明治１１年）と１８８０年（明

治１３年）に明治天皇が県内を巡幸した時の民

衆の動き、特に各地で巡幸準備の論争や巡幸先

を巡る地域間の競合があったことを調べまし

た。 

若林美祐さん（中津川市 第一中卒） 

第６７回学美展（松本学生

美術会）において、蘇南高

等学校からは２年Ｂ組若林

美祐さんの右にある作品が

県展へ推薦されました。 

若林さんの作品は第３５回

長野県高等学校美術展に出

品されます。 


